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A3003 A5052 A5056 A2024
最高使用温度(℃） 177 177 177 216
耐炎性 E E E E
耐衝撃性 G G G G
比強度 F G E E
耐湿性 G G G F
耐疲労性 G G G G
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図3.12貫通後の様子2('15mm,8=60｡,Z=0.2mm)
一
図3.13貫通後の様子3('7mm,8=30｡,ZZO.05mm)
蕊
－23－















第4章
が形成された．これに対し，実験では4個のき裂が進展して四角形のき裂形状となった．全体と
してのエネルギ吸収量は0.0405Jで実験値の約86.2%の値となり,TypeBO.3及びTypeBO.2の場
合よりも近い値を示している．
なお,図4．18に貫通体先端角度60.においてアルミニウム板の厚さを変えた場合のエネルギ吸
収量の比較を示す．
t=0s
t=10×10･4R
t=2.0×10.4S
図4.16(a)TypeBO.1貫通挙動（右図は拡大図を示す）
－41－































